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▲賀詞交換会の様子

▲町民が見守る中、力強い分列行進

▲全団員揃っての出初式

▲

訓
示
を
述
べ
る
安
部
団
長

　
新
春
を
寿
ぎ
、
町
の
更
な
る
発

展
を
願
う
「
奥
出
雲
町
新
年
賀
詞

交
換
会
」
が
一
月
四
日
、
横
田
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
合
併
後
初
め
て
の
開
催
と
な
っ

た
交
換
会
に
は
、
井
上
町
長
を
は

じ
め
、
議
員
、
自
治
会
長
、
町
内

企
業
や
各
種
団
体
の
代
表
者
な
ど

約
百
七
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
井
上
町
長
か

ら
昨
年
の
町
の
動
き
や
町
民
の
活

躍
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
今
後

の
施
策
な
ど
が
述
べ
ら
れ
「
今
年

は
尾
原
ダ
ム
関
連
事
業
の
完
成
年

度
と
な
る
重
要
な
年
で
あ
り
、
ま

た
経
済
対
策
事
業
に
つ
い
て
も
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
一
本
に
し
て
、
子
育
て
支
援
を

始
め
、
元
気
で
明
る
い
奥
出
雲
町

を
皆
さ
ん
と
共
に
つ
く
っ
て
い
き

た
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
来
賓
を
代
表
し
て
、
絲
原

県
議
、
千
原
議
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

挨
拶
が
あ
り
、
商
工
会
の
渡
部
一

夫
会
長
の
乾
杯
で
賀
詞
交
歓
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
町
政
施
行
五
周
年
の
節

目
の
年
に
あ
た
り
、
様
々
な
事
業

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
出
席
者
は
皆
で
力
を
合
わ
せ
て

町
の
発
展
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

平成平成2222年
奥出雲町新年賀詞交換会奥出雲町新年賀詞交換会

新年の幕開けを共に祝う新年の幕開けを共に祝う

　
町
内
の
消
防
団
員
が
一
同
に
集

結
し
て
行
な
う
「
奥
出
雲
町
消
防

出
初
式
」
が
一
月
九
日
、
町
民
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
安
部
正
教
団
長
を

は
じ
め
、
新
入
団
員
十
六
名
を
含

む
六
百
人
の
団
員
が
出
動
し
、
防

災
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
各
種
功
労
者
表
彰

や
長
年
消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ
た

十
六
人
の
退
団
者
の
方
に
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
、
井

上
町
長
が
「
複
雑
多
様
化
、

高
齢
化
す
る
社
会
情
勢
の
中

で
、
消
防
団
の
皆
さ
ん
に
は

迅
速
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
団
長
以
下
一
致
団
結

し
て
、
防
災
、
防
火
に
尽
力

し
て
ほ
し
い
」
と
式
辞
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
安
部
団
長
か
ら
「
消

防
人
と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
、

自
信
、
元
気
、
和
を
も
っ
て
町
民

の
期
待
に
応
え
て
ほ

し
い
」
と
訓
示
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
は
、

役
場
仁
多
庁
舎
前
で
、

全
団
員
が
四
十
八
台

の
消
防
車
両
と
共
に

分
列
行
進
を
披
露
し
、

沿
道
か
ら
声
援
を
送

る
地
域
の
方
に
見
守

ら
れ
な
が
ら
防
災
の

決
意
を
新
た
に
、
一

歩
一
歩
力
強
く
行
進

し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
今
年
の

無
火
災
を
祈
り
、
三

成
護
岸
道
路
か
ら
斐

伊
川
へ
一
斉
放
水
を
行
い
、
川
岸

に
は
美
し
い
水
の
九
本
の
ア
ー
チ

が
描
か
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
町
内
で
は
、
事
故
扱
い
を

含
め
て
八
件
の
火
災
（
う
ち
建
物

火
災
三
件
）
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
町
で
は
二
月
に
三
沢
分
団
、
来

年
度
に
鳥
上
分
団
の
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
を
更
新
し
、
四
基
の
耐
震

性
貯
水
槽
を
整
備
す
る
予
定
で
、

今
後
も
一
層
の
消
防
施
設
拡
充
と

団
員
の
処
遇
改
善
を
図
り
ま
す
。

　
な
お
、
本
年
は
安
来
市
で
開
催

さ
れ
る
島
根
県
消
防
操
法
大
会
に
、

「
ポ
ン
プ
車
」
の
部
で
亀
嵩
分
団

が
、
ま
た
「
小
型
ポ
ン
プ
」
の
部

に
鳥
上
分
団
の
出
場
が
決
定
し
て

い
ま
す
。

防
災
の
決
意
新
た
に

防
災
の
決
意
新
た
に

奥
出
雲
町
消
防
出
初
式

更
な
る
精
進
を
誓
う

　
　
　
　
　
　
剣
道
越
年
稽
古

大
健
闘
　
師
走
の
石
見
路
を
快
走

大
健
闘
　
師
走
の
石
見
路
を
快
走

▲

雪
の
降
る
中
、
新
年
を
祝
い

賑
や
か
に
演
奏

キ　
ロ

▲喜びの表情・奥出雲チームの皆さん

▲稽古始め式の様子
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仁
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仁
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年
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な
響
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年
越
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に
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な
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新
年
を
迎
え
る
恒
例
イ
ベ
ン
ト

「
仁
多
乃
炎
太
鼓
年
越
し
演
奏
会
」

が
、
大
晦
日
か
ら
元
旦
に
か
け
て
、

三
成
の
仁
多
土
木
事
業
所
前
の
広

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
来
る
年
が

町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
希
望
に
満

ち
た
年
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
平

成
五
年
か
ら
始
め
ら
れ
、
今
年
で

十
八
回
目
。
す
っ
か
り
奥
出
雲
の

年
越
し
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
演
奏
会
は
、
大
晦
日
の
午
後
十

一
時
か
ら
始
ま
り
、
小
雪
の
舞
う

中
、
「
炎
太
鼓
」
、
「
た
た
ら
囃

子
」
、
「
深
山
」
な
ど
お
馴
染
み

の
曲
や
町
内
の
子
供
た
ち
で
結
成

さ
れ
て
い
る
仁
多
乃
飛
炎
太
鼓
の

元
気
な
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
「
打
て
や
囃

さ
ん
」
の
曲
に
合
わ
せ
て
、
訪
れ

た
多
く
の
見
学
者
も
一
緒
に
な
っ

て
踊
り
、
賑
や
か
に
新
年
を
迎
え

ま
し
た
。

　
十
二
月
十
三
日
、
第
十
八
回
浜

田
―
益
田
間
駅
伝
競
走
大
会
（
し

お
か
ぜ
駅
伝
）
が
開
催
さ
れ
、
奥

出
雲
チ
ー
ム
は
、
見
事
第
三
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
益
田
市
の
益
田
陸
上

競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
、
浜
田
市
の

し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー
を
ゴ
ー
ル

と
す
る
九
区
間
、
四
十
二
・
一
九

五
�
で
行
な
わ
れ
、
県
内
四
十
チ

ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
同
チ
ー
ム
は
、
一
区
十
九
位
と

出
遅
れ
た
も
の
の
、
後
半
の
見
事

な
追
い
上
げ
で
、
二
位
浜
田
市
と

は
わ
ず
か
十
九
秒
差
、
追
走
す
る

四
位
松
江
市
と
は
十
二
秒
差
で
逃

げ
切
り
ま
し
た
。

　
藤
原
幹
男
監
督
は
「
選
手
全
員

が
力
を
出
し
切
っ
た
結
果
。
来
年

は
女
子
区
間
を
強
化
し
、
さ
ら
に

上
を
目
指
し
た
い
。
町
民
の
皆
さ

ん
の
応
援
に
感
謝
し
ま
す
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
般
区
間
の
第
八
区
を

走
っ
た
藤
原
誠
さ
ん
（
自
衛
隊
米

子
）
が
区
間
賞
、
二
区
の
朝
倉
祐

樹
さ
ん
（
横
田
中
・
三
年
）
が
中

学
男
子
の
部
で
敢
闘
賞
に
輝
き
ま

し
た
。

　
今
後
の
更
な
る
活
躍
を
期
待
し

ま
す
。

選
手
の
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り

　
第
一
区
　
吉
　
川
　
智
恵
子

　
第
二
区
　
朝
　
倉
　
祐
　
樹

　
第
三
区
　
加
　
藤
　
周
　
三

　
第
四
区
　
和
久
利
　
英
　
之

　
第
五
区
　
朝
　
倉
　
一
　
樹

　
第
六
区
　
白
　
根
　
美
　
穂

　
第
七
区
　
小
　
村
　
哲
　
也

　
第
八
区
　
藤
　
原
　
　
　
誠

　
第
九
区
　
白
　
川
　
将
　
伍

　
剣
道
は
礼
に
始
ま
り
、
礼
に
終

わ
る
も
の
。

　
恒
例
の
剣
道
越
年
稽
古
が
、
大

晦
日
か
ら
元
旦
に
か
け
て
、
仁
多

中
学
校
武
道
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
三
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る

稽
古
会
に
は
、
町
内
小
中
学
生
や

横
田
高
校
生
、
帰
省
中
の
大
学
生
、

社
会
人
な
ど
、
剣
道
を
志
す
仲
間

約
百
人
が
集
ま
り
、
心
地
よ
い
汗

を
流
し
ま
し
た
。

　
午
後
十
一
時
か
ら
始
ま
っ
た
稽

古
会
で
は
、
恩
師
の
先
生
や
先
輩

の
胸
を
借
り
、
か
か
り
稽
古
、
切

り
返
し
な
ど
熱
の
入
っ
た
稽
古
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
の
剣
道
部
は
、
幅
広
い
世

代
に
お
い
て
各
種
の
大
会
で
毎
年

上
位
入
賞
を
果
た
し
、
総
体
や
全

国
大
会
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
こ
の
厳
し
い
稽
古
会

か
ら
始
ま

る
日
々
の

鍛
錬
の
成

果
に
よ
る

も
の
で
す
。

　
今
年
も

一
層
の
活

躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。


